
第８３回 ケアハウスえんれい草 運営推進会議録 

開催日・場所 令和 ８ 年 ３ 月 ２６ 日（ 木 ）  ケアハウスえんれい草 ２階 相談室 

出 席 者 
地域住民代表     ３名  市職員代表      １名   

忘れな草職員     １名  えんれい草職員    １名            計６名    
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利用者状況 

・定員２９名  現在利用者数２９名（内、男性１３名 女性１６名） 

・各階要介護度状況 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１Ｆ ０名 ０名 ８名  ５名 １名 ０名 ０名 

２Ｆ ０名 ０名 ８名  ７名 ０名 ０名 ０名 

合計 ０名 ０名 １６名 １２名 １名 ０名 ０名 

・入居待機者：３名 

事故並びに 

ヒヤリハット 

事 故 内 容 

１月２９日 ９時５５分頃 ２階入居者 １００歳 男性 要介護１ 

２階洗濯乾燥室で転倒している所を清掃員が発見し、事務職員に報告する。事務職員が現場を

確認すると仰向けで倒れていたため入浴介助していた介護職員を呼ぶ。 

介護職員が行くと自分で起き上がろうとしていた所だった。一人では起き上がれなかったため

職員が介助を行う。洗濯物を干そうとして転倒した様子。一緒に洗濯物を干し、その後居室ま

でシルバーカートで戻り看護師が身体確認を行う。歩行状態、バイタルは普段と変わらないが

右手首に小さな皮下失血がみられた。 

〈今後の対応策として〉 

下肢筋力が低下しているため無理せず、職員に頼ってほしいと伝えた。 

１月３１日 １４時００分頃 １階入居者 ９７歳 男性 要介護１ 

職員が居室を訪室するとトイレのドア前で倒れている所を発見する。本人より「転んだわけで

もないし滑ったわけでもない」「トイレからベッドに戻ろうとしたが、足がしびれて立っていら

れなくなり、ゆっくりと座った」「自分で立ち上がろうとしたが足がしびれ、力が入らなかった

ので床で寝ていた」と話す。介助にて立ち上がり一緒にベッドまで移動する。身体確認を行う

が痛みはなく変色も見られずバイタルも普段と変わらない。 

〈今後の対応策として〉 

普段廊下を歩く時は杖を使用しているが居室内では杖を使用していなかったため、部屋の中で

も杖を使用するようお願いしました。 

２月 ２日 １５時２０分頃 ２階入居者 ８９歳 男性 要介護２ 

他の居室対応中、物音がしたため訪室。窓側の物干しに頭を向け左側臥位で倒れているところ

発見する。痛みの確認をするが「大丈夫」と話す。介助にて起こしソファーに座っていただく。

「ソファーから立ち上がる時にふらっとして倒れた」と話す。看護師と身体確認を行い、右頭

頂部に 1㎝程の発赤みられるが本人は「大丈夫」という。他に変色は無かった。 

〈今後の対応策として〉 

普段は奥様と一緒にお部屋で過ごしていますが、その時はお部屋にいませんでした。今後はこ

まめに訪室し様子確認を行います。 

２月 ７日 １９時３５分頃 １階入居者 ９６歳 男性 要介護１ 

居室より「おーい」と声が聞こえ訪室。トイレのドア前に倒れている所を発見「立ち上がれな

いから手伝って」と話す。介助にて立ち上がりベッドまで付き添う。 

本人より「コップの水を飲み、蓋をする時にゆっくり倒れた」と話す。身体確認を行うが痛み

や変色なくバイタルも普段と変わらない。 

〈今後の対応策として〉 

1月 31日にも同様に居室内で転倒しており杖を使用するよう再度お願いしました 

２月 ８日 ２時５３分頃 ２階入居者 １００歳 男性 要介護１ 

コールがあり訪室すると冷蔵庫の前で床に座り込んでいる。「立ち上がれない」との訴えあり介

助行う。ご本人に状況を確認すると「トイレからベッドに戻る際座り込んでしまった」と話す。

身体確認を行うが痛みや変色なく、バイタルも普段と変わらない。 

〈今後の対応策として〉 

巡回の頻度を増やし様子観察を行います。 

２月１１日 １４時５０分頃 ２階入居者 １００歳 男性 要介護１ 

コールがあり訪室するとベッドの横でテーブルを背にして床に座っている所を発見「ちょっと」

と手招きしている。介助にてベッドに座って頂く。痛みの確認をするが「分からない」と言う。

排泄の訴えがあったためトイレまで付き添い行う。排泄後バイタル測定行うが普段と変わりな

い。 

〈今後の対応策として〉 

転倒が続いているが本人の生活を変える事は性格上難しいため、こまめに訪室を行います 



２月２２日 １１時５５分頃 ２階入居者 ９３歳 男性 要介護１ 

昼食の時間となり居室から食堂に来られ、食堂テレビ前付近でうつ伏せに転倒する。靴をきち

んと履いておらずバランスを崩して転倒したと思われる。自分で体を起こしその場に座る。痛

みの確認を行うと「どこも痛くないよ」「後から出てくるかもしれないけど」と話す。靴をきち

んと履いてもらい介助にて立ち上がり自分の席で昼食を摂られる。その後の身体確認で血圧は

若干高めだった。 

〈今後の対応策として〉 

移動時は靴をきちんと履いてから歩くよう声掛けを行いました。 

２月２４日 ６時１５分頃 ２階入居者 ９０歳 男性 要介護２ 

起床の声掛けのため訪室。ベッドで端座位になっていたためカーテンを開けると顔面からパジ

ャマ、下着等血まみれになっている。ぶつけたのか聞くと頷かれ、転んだのか聞くと頷かれる。

場所を聞くとトイレと話し確認するとトイレ内の床、手すり、壁、車椅子等に血が付いている。

右眉尻と顎下に 3～5㎜ほどの傷があるが出血は止まっている。右眉に絆創膏を貼る。 

〈今後の対応策として〉 

トイレ内での出来事のようだが詳細は不明。直ぐにコールで職員を呼ぶようお願いしました。 

３月 ２日 １８時２５分頃 １階入居者 ９２歳 女性 要介護２ 

居室前を通るとベッド前の床で長座位になっている所を発見する。 

夕食後、居室に戻り物干し台の前に車椅子を置きベッドに戻る時に足が滑った様子。介助で立

ち上がり身体確認を行うが痛みの訴えや外傷、変色はない。 

〈今後の対応策として〉 

車椅子からベッドに戻る時はベッド側まで行き移乗するようお願いしました。 

３月 ４日 ９時４５分頃 １階入居者 ８２歳 女性 要介護１ 

他の居室のシーツ交換を終え廊下に出るとＡさんの「助けて」という声が聞こえ訪室。Ａさん

の居室シンク前で長座位になっている所を発見する。「Ａさんの居室に遊びに行きジュースをご

馳走になったので飲み終えたコップを洗おうとして頭がクラクラして座り込んだ」と話す。自

力では立てず職員２人で介助し立ち上がり、念のため車椅子を使用し自室に戻る。臀部に痛み

や変色はない。 

〈今後の対応策として〉 

気分がすぐれないと感じる時は無理せず安静にするよう伝えました。 

利用者活動状況 

・２月 ３日 節分行事(茶話会) 

・２月１８日 ２月誕生会  

・３月 ３日 ひな祭り(茶話会) 

・３月１８日 ３月誕生会 

職員研修状況 ・２月２６日 全軽協北海道ブロック令和７年度合同研修会  於:札幌市  管理者参加 

その他 

・１月２６日 深川市介護相談員養成フィールドワーク実習 訪問実習２名受け入れ 

・人事について 

 ４月１日付 介護福祉士 長井翔吾さんが介護主任に昇格します。 

質問・意見等 ありません 

次回会議までの継続課題 無 ・ 有 （                         ） 

次回会議開催予定 令和８年５月２８日（木曜日）午前１０時３０分～ ケアハウスえんれい草 ２階相談室 
 


